
                            

                            

                            

                            

 

 

新
年
の
御
挨
拶 

 
 

 
 

 
 

 

あ
け
ぼ
の
苑 

家
族
の
会
会
長 

 

小
材 

敏
雄 

  

新
年
明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。 

あ
け
ぼ
の
苑
利
用
者
様
及
び
家
族
の
皆
様
、
あ
け
ぼ
の
苑
ス
タ
ッ
フ
の

皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
希
望
に
満
ち
た
新
年
を
お
迎
え
の
こ
と
と

お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。
日
頃
よ
り
家
族
の
会
の
活
動
に
ご
協
力
を
頂

き
、
有
難
う
御
座
い
ま
す
。
本
年
も
よ
ろ
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。 

 

開
催
さ
れ
た
主
な
行
事 

 

四
月
三
日 

 

（
日
） 

榛
名
荘
祭
り
に
参
加 

 

七
月
二
十
三
日
（
土
） 

か
ら
だ
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
カ
フ
ェ
を
開
催 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

（
握
力
テ
ス
ト
、
口
腔
相
談
な
ど
） 

 

十
二
月
十
七
日
（
土
） 

第
四
回
あ
け
ぼ
の
カ
フ
ェ
を
開
催 

  

各
行
事
開
催
に
あ
た
っ
て
は
、
あ
け
ぼ
の
苑
ス
タ
ッ
フ
皆
様
の
多
大

な
ご
協
力
を
頂
い
て
お
り
ま
す
。
第
四
回
あ
け
ぼ
の
カ
フ
ェ
で
は
、
清

遊
工
房
様
の
ご
指
導
を
頂
き
、
写
真
を
飾
る
フ
ォ
ト
フ
レ
ー
ム
作
り
を

行
い
ま
し
た
。
童
心
に
帰
り
、
和
気
藹
々
と
楽
し
み
な
が
ら
作
る
こ
と

が
出
来
ま
し
た
。
各
人
が
腕
を
振
る
っ
て
作
っ
た
作
品
は
窯
で
処
理
と

色
付
け
を
行
い
、
後
日
、
手
元
へ
戻
っ
て
く
る
予
定
で
す
。
待
ち
遠
し

い
限
り
で
す
。 

 

皆
様
に
ご
協
力
を
頂
き
な
が
ら
家
族
の
会
の
活
動
を
進
め
て
参
り

ま
し
た
が
、
私
の
任
期
も
残
す
と
こ
ろ
三
ヶ
月
程
に
成
り
ま
し
た
。
年

度
末
に
家
族
会
の
総
会
も
予
定
さ
れ
て
お
り
ま
す
の
で
、
引
き
続
き
ご

協
力
の
程
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。 

  
今
年
は
酉
年
で
す
。
去
る
（
猿
）
年
の
嫌
な
事
は
忘
れ
て
、
羽
ば
た

く
一
年
と
な
り
ま
す
よ
う
に
。
最
後
に
成
り
ま
し
た
が
、
皆
様
の
ご
多

幸
を
お
祈
り
し
、
新
年
の
挨
拶
と
致
し
ま
す
。 
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第
二
十
六
回 

群
馬
県
老
人
保
健
施
設
大
会
研
究
発
表 

 
～
認
知
症
の
方
の
一
人
暮
ら
し
支
援
に
つ
い
て
～ 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

浦
野 

優
多 

  

昨
年
十
一
月
、
群
馬
音
楽
セ
ン
タ
ー
で
、
群
馬
県
老
人 

保
健
施
設
大
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
県
内
の
介
護
老
人 

保
健
施
設
で
日
頃
か
ら
取
り
組
ん
で
い
る
研
究
や
事
例
等 

を
発
表
す
る
大
会
で
す
。
今
大
会
の
テ
ー
マ
が
、「
地
域 

包
括
ケ
ア
に
お
け
る
老
健
の
役
割
」
～
今
後
の
在
宅
医
療 

・
介
護
の
流
れ
に
老
健
は
ど
う
向
き
合
っ
て
い
く
べ
き
か 

～
と
い
う
事
で
、
発
表
内
容
は
認
知
症
、
精
神
疾
患
に
よ
り
、
支
援
が
難
し
い

方
に
対
す
る
苑
で
の
取
り
組
み
・
老
健
が
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
機
能
を
果
た
し
て
、

在
宅
生
活
を
継
続
し
て
い
る
一
例
を
発
表
し
て
き
ま
し
た
。 

 

こ
の
一
例
に
関
わ
り
、
思
っ
た
事
は
、
医
療
・
介
護
分
野
な
ど
の
様
々
な
専

門
職
種
が
配
置
さ
れ
て
い
る
老
健
だ
か
ら
こ
そ
、
在
宅
生
活
を
支
援
で
き
た
の

だ
と
思
い
ま
し
た
。
ま
た
、
ス
タ
ッ
フ
や
関
連
事
業
所
と
の
連
携
が
大
切
だ
と

改
め
て
感
じ
る
事
が
出
来
ま
し
た
。
今
後
も
出
来
る
限
り
住
み
慣
れ
た
地
域
で

暮
ら
せ
る
よ
う
、
老
健
の
在
宅
生
活
支
援
・
在
宅
復
帰
機
能
の
一
部
を
担
っ
て

い
け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。 

 

発
表
に
あ
た
り
、
こ
う
い
っ
た
事
は
初
め
て
で
、
文
章
構
成
等
不
安
も
あ
り

ま
し
た
が
、
施
設
長
を
は
じ
め
周
囲
の
方
々
の
サ
ポ
ー
ト
に
よ
り
無
事
発
表
す

る
事
が
出
来
ま
し
た
。
本
当
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
貴
重
な
体
験
だ

っ
た
と
思
い
ま
す
。 

 

大
会
で
は
様
々
な
事
例
や
取
り
組
み
が
聞
か
れ
、
老
健
施
設
は
介
護
・
医
療

の
連
携
拠
点
と
し
て
地
域
の
皆
様
の
お
役
に
立
て
る
と
改
め
て
思
い
ま
し
た
。 

 

発表の様子 

 

集合写真 

介護研究シリーズ 1  という言葉 本当の意味 最終回 

平成 28 年 1 月から 1 年間を通して連載しておりました「介護研究シリーズ 1」は、今回が

最終回となります。お読みいただきありがとうございました。  

「介護抵抗」の言葉の真意は、「何か」について、追求してきたシリーズ 1は、介護提供者

側が、日々刻々と変化していく認知症を患ったご利用者さんの心情、生活習慣、嗜好を理解

し共感しようと懸命に努力し、時々のご利用者さんの状況に適応した方法にて介護提供を実

践してきた事例を通じて言葉の意味を探ったシリーズでした。 

介護度認定調査においても表記されている「介護抵抗」という言葉について、この事例に

おいて導き出されたものは、「介護抵抗」という行為は介護提供者側がその原因を敢えて作り

誘発させている可能性が高いという結論でした。そして、「介護抵抗」と言われていた行動は、

介護者側の姿勢を映し出す鏡であり、ご利用者さんの「自尊心を守っていく」という介護者

側の姿勢に反応して、「介護者への協力」への行動に変化するものである。ということを確認

することが出来たのでした。  

介護提供側は、介護を受ける方の困る態度や反応の多くについて、その原因や理由を問わ

ず「介護抵抗」という都合の良い決まり文句で表現する傾向にあるのではないでしょうか。 

介護提供者側のコミュニケーション不足、介護を受ける当事者の理解の不足、介護に関する

知識や技術未熟、思い込みや勘違い、これらが抵抗や拒否の原因になることを理解し介護を

提供していくことが必要です。介護提供者は「介護抵抗」という言葉は介護提供者の行為を

正当化させる可能性を秘めているものであり、むしろ「介護を受ける方からのメッセージ」

と言い換える必要があると思いませんか ？      シリーズ 2に… To be continued 

         

 

 



                            

                            

         

         

          

          

         

         

 

就任のご挨拶 

 

就
任
の
ご
挨
拶 

西
棟
看
護
師
長 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

塚
越 

依
子 

 

九
月
に
内
科
病
棟
よ
り
老
健
へ
異
動
に

な
り
、
十
二
月
か
ら
西
棟
の
師
長
と
し
て

就
任
と
な
り
ま
し
た
塚
越
依
子
で
す
。
老

健
で
の
自
分
の
役
割
や
、
知
識
は
ま
だ
ま

だ
力
不
足
で
あ
り
、
多
く
の
人
た
ち
に
助

け
ら
れ
て
い
る
毎
日
で
す
。 

利
用
者
様
一
人
一
人
が
、
生
き
て
き
た
人

生
を
大
切
に
考
え
、
苑
で
の
生
活
が
安
全

に
、
そ
し
て
穏
や
か
に
過
ご
せ
る
よ
う
、

自
立
を
支
援
さ
せ
て
い
た
だ
き
た
い
と
思

い
ま
す
。 

今
は
利
用
者
様
の
笑
顔
に
私
が
励
ま
さ
れ

て
い
る
次
第
で
は
あ
り
ま
す
が
、
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
大
切
に
、
風
通
し
の
良

い
職
場
環
境
を
目
指
し
た
い
と
思
い
ま

す
。 

今
後
と
も
皆
様
の
ご
指
導
、
ご
鞭
撻
を
よ

ろ
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。 

 
 

 

 

新入職員紹介 ① 氏名 ② 職種 ③ 趣味・特技 ④ コメント 

異動 

川津実穂 あけぼの苑 

   →あけぼの苑高崎 

松本桃子 東棟 

→西棟 

田村優衣 ケアワーカー 

→支援相談員 

①丸山祐子 

②ケアワーカー       

③映画・音楽鑑賞 

④不慣れなことも多く、ご迷

惑をお掛けすることもあるか

と思います。 

１日でも早く皆さんの力にな

るよう精一杯頑張ります。 

よろしくお願いします。 

 

 

 
  

 

 

 

～・～・～・～・ ～・～・～・～・ ボランティア紹介 

榛名文化協会 

俳句会の皆様 

 

榛名文化協会 

写真部の皆様 

 

榛名文化協会 

絵手四季の会の皆様 

の会の皆様 

 



                            

                            

                            

                            

 

東棟行事紹介 

 

九
月 

敬
老
会 

      

 

九
月
十
四
日
、
日
頃
か
ら
音
楽
療

法
で
歌
や
手
話
、
手
拍
子
を
交
え
な

が
ら
の
上
毛
カ
ル
タ
読
み
な
ど
、
練

習
を
沢
山
重
ね
て
き
ま
し
た
。
そ
の

成
果
を
敬
老
会
と
言
う
舞
台
で
披

露
い
た
し
ま
し
た
。
ご
利
用
者
様
の

一
生
懸
命
な
姿
と
緊
張
感
が
伝
わ

っ
て
き
て
緊
張
感
の
中
で
も
終
始

笑
顔
が
見
ら
れ
楽
し
い
と
言
う
声

も
多
く
聞
か
れ
ま
し
た
。 

 

長
寿
の
節
目
を
迎
え
た
方
に
は

寿
の
表
彰
状
と
絵
タ
オ
ル
を
プ
レ

ゼ
ン
ト
さ
せ
て
頂
き
ま
し
た
。 

 

 
 

十
月 

ピ
ク
ニ
ッ
ク 

 
 

 

十
月
十
二
日
「
か
み
つ
け
の
里
」

へ
、
お
弁
当
を
持
っ
て
ピ
ク
ニ
ッ
ク

に
行
っ
て
き
ま
し
た
。
天
気
も
良
く

晴
れ
、
綺
麗
な
コ
ス
モ
ス
も
見
ら
れ

ま
し
た
。
は
に
わ
や
古
墳
周
り
を
散

策
し
気
分
転
換
に
な
り
ま
し
た
。
数

人
で
は
あ
り
ま
し
た
が
久
し
ぶ
り

に
外
出
さ
れ
会
話
も
は
ず
み
、
笑
顔

が
絶
え
ま
せ
ん
で
し
た
。
車
内
で
は

知
っ
て
い
る
道
を
通
る
と
「
こ
の
近

く
に
は
何
々
が
あ
る
」
「
こ
こ
は
行

っ
た
こ
と
が
あ
る
」
な
ど
色
々
お
話

を
し
て
下
さ
い
ま
し
た
。 

 

 

 

  

十
一
月 

ド
ッ
ク
セ
ラ
ピ
ー 

 
 

      

十
一
月
一
日
、
あ
け
ぼ
の
苑
東
棟

ホ
ー
ル
に
て
ブ
レ
ー
メ
ン
の
会
の

方
々
が
来
苑
さ
れ
ド
ッ
ク
セ
ラ
ピ

ー
を
行
な
い
ま
し
た
。
小
型
犬
か
ら

大
型
犬
、
様
々
な
種
類
の
犬
達
と
楽

し
い
時
間
が
過
ご
せ
ご
利
用
者
様

の
方
々
も
笑
顔
が
あ
ふ
れ
て
い
ま

し
た
。
中
で
も
チ
ワ
ワ
が
大
人
気
で

「
抱
っ
こ
し
た
い
」
「
小
さ
く
て
可

愛
い
ね
」
と
会
話
も
は
ず
ん
で
い
ま

し
た
。 

 

最
後
に
、
色
々
な
芸
を
見
せ
て
頂

き
「
待
て
」
を
し
て
い
る
と
き
の
姿

は
と
て
も
可
愛
か
っ
た
で
す
。 

 

 

 
 

十
二
月 

ク
リ
ス
マ
ス
会 

 
 

 

        

十
二
月
十
四
日
、
皆
様
と
ジ
ン
グ

ル
ベ
ル
な
ど
の
ク
リ
ス
マ
ス
ソ
ン

グ
を
合
唱
し
職
員
か
ら
ハ
ン
ド
ベ

ル
の
演
奏
、
サ
ン
タ
ク
ロ
ー
ス
か
ら

膝
掛
の
プ
レ
ゼ
ン
ト
を
頂
き
ま
し

た
。
ご
利
用
者
様
も
サ
ン
タ
の
服
を

着
た
り
帽
子
を
被
っ
て
写
真
を
撮

り
賑
や
か
な
ク
リ
ス
マ
ス
会
と
な

り
ま
し
た
。 

 

ま
た
、
ご
利
用
者
様
と
一
緒
に
布

や
綿
な
ど
で
作
っ
た
ク
リ
ス
マ
ス

ツ
リ
ー
を
壁
に
飾
り
ま
し
た
。 

 

 

 

 



                            

                        

    

                            

                            

 

西棟行事紹介 

 

９月 

 

敬老会では地域の発展に貢献してきてくださった、

ご利用者様皆さまの長寿をお祝いし、表彰式を行い

ました。100 歳を超える方もおり、あたたかい拍手

を送られ、皆様とても嬉しそうな表情を浮かべてい

らっしゃいました。 

敬老会 

 

 

 

 

鼻高の丘ピクニック 

 

天気にも恵まれ、一面に広

がる花を前に利用者様の感

嘆の声と笑みがこぼれまし

た。「違う季節にも来てみ

たいね」との声も聞かれ、

素敵な時間を過ごすことが

出来ました。 

 

 

 10 月 

 

西棟では赤団と白団に分か

れ、運動会を開催いたしま

した。ラジオ体操から始ま

り、競技は玉入れ・ボール

リレー等を行いました。ご

利用者様の笑い声や応援の

声がホールに響き渡り、活

気に溢れた運動会を行うこ

とができました。 

運動会 

 

 
 

11 月 

 

 

 

    クリスマス会  

  クリスマス会ではサンタさんと

トナカイがプレゼントを持ってやって

きてくれました。 

寒い冬に負けないよう、体操を取り入

れた歌を唄い、身体が温まった後はお

楽しみのクリスマスデザートを美味し

くいただきました。 

 

 

12 月 



                            

                            

                            

                            

 

  

通
所
行
事
紹
介 

 

九
月 

 
敬
老
会 

長
寿
の
表
彰
と
記
念
品
の
授
与
式

を
行
い
ま
し
た
。 

職
員
に
よ
る
演
劇「
大
き
な
カ
ブ
」

で
は
、
カ
ブ
を
抜
く
シ
ー
ン
に
動

物
の
か
ぶ
り
物
を
つ
け
た
利
用
者

様
も
参
加
し
て
頂
き
ま
し
た
。
大

き
な
か
け
声
で
カ
ブ
を
抜
く
演
技

に
と
て
も
盛
り
上
が
り
、
楽
し
い

一
日
を
過
ご
す
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。 

今
後
と
も
、
皆
様
に
お
元
気
で
来

苑
し
て
頂
き
た
い
と
思
い
ま
す
。 

  

 

 

 

  

  

  

十
月 

 

ピ
ク
ニ
ッ
ク 

毎
年
恒
例
の
ピ
ク
ニ
ッ
ク
行
事
を
今
年
も
無
事
に

行
う
事
が
で
き
ま
し
た
。
各
自
そ
れ
ぞ
れ
に
行
き
た

い
所
の
希
望
を
伺
い
、
気
の
合
う
お
仲
間
達
と
リ
ハ

ビ
リ
や
社
会
交
流
を
目
的
に
、
買
い
物
・
人
気
の
ア

イ
ス
屋
さ
ん
・
鼻
高
の
コ
ス
モ
ス
・
八
ッ
場
ダ
ム
・

榛
名
湖
な
ど
に
出
掛
け
ま
し
た
。
榛
名
湖
で
は
、
ロ

ー
プ
ウ
ェ
イ
に
乗
り
た
い
と
希
望
が
あ
り
、
何
十
年

か
ぶ
り
に
乗
る
事
が
で
き
た
と
と
て
も
感
動
さ
れ

た
姿
が
印
象
的
で
し
た
。 

「
来
年
は
ど
こ
が
い
い
か
ね
ぇ
」
「
ま
た
元
気
に
行

き
た
い
ね
」
と
会
話
も
弾
み
、
皆
様
と
て
も
楽
し
ま

れ
て
い
ま
し
た
。 

 

十
一
月 

 

お
や
つ
作
り 

今
も
炊
事
を
ご
自
分
で
行
っ
て
い
る
方
は

中
心
と
な
り
、
台
所
で
の
作
業
は
久
し
ぶ
り

と
い
う
方
は
昔
を
思
い
出
し
、
楽
し
み
な
が

ら
皆
で
お
や
つ
作
り
を
行
い
ま
し
た
。
今
回

の
メ
ニ
ュ
ー
は
①
野
菜
ス
ー
プ
②
ね
ぎ
チ

ヂ
ミ
③
さ
つ
ま
い
も
の
モ
ン
ブ
ラ
ン
風
の

三
種
類
。 

便
秘
解
消
に
少
し 

で
も
役
立
て
ば
と 

考
え
、
食
物
繊
維 

を
多
く
含
む
食
材 

を
選
び
ま
し
た
。 

 

 

   

十
二
月 

 

忘
年
会 

ク
リ
ス
マ
ス
会
＆
忘
年
会
を
行
い
ま

し
た
。
手
話
や
フ
ラ
ダ
ン
ス
、
職
員
に

よ
る
踊
り
二
種
類
を
利
用
者
様
と
一

緒
に
行
う
と
、
職
員
を
見
な
が
ら
一
生

懸
命
手
を
動
か
し
踊
り
を
楽
し
ん
で

い
ま
し
た
。
今
回
は
厚
生
会
運
転
手
に

よ
る
ギ
タ
ー
演
奏
も
あ
り
、
大
変
盛
り

上
が
り
ま
し
た
。 

サ
ン
タ
ク
ロ
ー
ス
か
ら
の
プ
レ
ゼ
ン

ト
も
あ
り
、
と
て
も
喜
ん
で
頂
け
ま
し

た
。 

  

 



                            

                            

                            

                            

 

第 4 回あけぼのカフェを開催！！ 

思い立った日が家族記念日・・・陶器フォトフレームをつくろう！！ 

去る平成 28 年 12 月 17 日（土）に今回で

四回目となる“あけぼのカフェ”を開催致

しました。 

 今回は、今までと趣向を変え、お茶を召

し上がりながら、ご家族の皆様と職員と

で、高崎市上里見町にある陶芸工房の清遊

工房様（左写真）ご指導のもと、ご利用者

様との思い出の写真を飾って頂く為のフ

ォトフレーム作りを陶器で作成いたしま

した。 
 

清遊工房の皆様 

 
  

ご家族の皆様も職員も皆真剣な表情で作品作りに取

り組まれ、和やかな雰囲気の中、作成が行われました。

フォトフレームの作成後、余った粘土で、小皿や小物

入れ、コップ等を作成し、ご好評の中、開催する事が

出来ました。 

参加してくださったご家族の皆様、清遊工房様に改め

て感謝申し上げます。 

平成 29年 2月には、家族の会総会がございますので、

ご参加の程、宜しくお願い致します。 

来年度以降も様々な催し物を企画して参りますので、

お楽しみにして下さい。 

 

 

焼きいれ前の一作品です。 

これから二度の焼きいれをして色塗りを

行い、完成します。出来上がった作品を次

回号に掲載しますので、お楽しみに！！ 

 



                            

                            

                            

                            

 

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
チ
ェ
ッ
ク
表 

 
 
 
 
 

（
期
間
十
二
月
～
三
月
） 

重
要
ポ
イ
ン
ト
（
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
特

徴
） 

□
地
域
内
で
の
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
特

徴 □
鼻
水
、
咳
、
く
し
ゃ
み
が
な
く
高
熱
が

続
く 

□
三
十
八
℃
以
上
の
発
熱
／
悪
寒 

要
注
意
ポ
イ
ン
ト
（
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の

疑
い
） 

□
関
節
／
筋
肉
痛 

□
頭
痛 

□
寝
込
む 

□
疲
労
感
／
倦
怠
感 

・ 

か
ぜ
症
状
（
咳
・
鼻
汁
・
く
し
ゃ
み
・

喉
の
炎
症
）
が
同
時
か
、
や
や
遅
れ

て
き
ま
す
。 

＊
症
状
が
現
れ
た
ら
な
る
べ
く
早

く
、
約
四
十
八
時
間
（
二
日
）
以
内

に
医
療
機
関
に
い
き
ま
し
ょ
う
。
イ

ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
増
殖
を
抑
え
る
薬

が
あ
り
ま
す
。 

  
 

 

 

 

        

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
を
含
め
た

感
染
症
を
予
防
す
る
た
め
に
、
上

記
の
よ
う
な
症
状
が
あ
っ
た
場

合
に
は
、
ご
家
族
様
の
ご
面
会

や
、
短
期
利
用
及
び
通
所
利
用

を
、
一
時
休
止
し
て
頂
く
場
合
が

あ
り
ま
す
。 

 

上
記
の
よ
う
な
症
状
が
無
い

場
合
で
あ
っ
て
も
、
ご
面
会
時
に

は
、
マ
ス
ク
の
着
用
と
出
入
り
口

に
置
い
て
あ
り
ま
す
消
毒
液
で

手
の
消
毒
を
お
願
い
致
し
ま
す
。

マ
ス
ク
を
せ
ず
に
咳
や
く
し
ゃ

み
を
す
る
と
、
ウ
イ
ル
ス
が
２
メ

ー
ト
ル
か
ら
３
メ
ー
ト
ル
飛
ぶ

と
言
わ
れ
て
い
ま
す
の
で
、
ご
協

力
を
お
願
い
致
し
ま
す
。 

 

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ 

予
防
の
た
め
の
お
願
い 

 

今今今
後後後
ののの
予予予
定定定   

  

あ
け
ぼ
の
苑 

基
本
方
針 

 一. 

利
用
者
様
一
人
一
人
の
尊
厳

を
守
り
、
自
立
を
支
援
し
ま
す 

 

二. 

安
心
し
て
満
足
の
い
く
サ
ー
ビ

ス
を
提
供
で
き
る
よ
う
職
員
自

ら
研
鑽
に
努
め
ま
す 

 
三.

地
域
や
家
庭
と
の
連
携
を
密
に

し
、
地
域
福
祉
の
た
め
に
寄
与

し
ま
す
。 

 

 

 
 

 

 
 家

族
と
あ
け
ぼ
の
苑
を
結
ぶ
一
冊
の

機
関
紙
「
ラ
イ
フ
あ
け
ぼ
の
」
発
行

は
年
３
回
で
す
。 

 

気
づ
い
た
点
等
あ
り
ま
し
た
ら
、

何
で
も
結
構
で
す
。
お
気
軽
に
ご
意

見
を
お
寄
せ
下
さ
い
。 

   

一
般
財
団
法
人 

榛
名
荘 

介
護
老
人
保
健
施
設 

 
 

 
 

 
 

 
 

あ
け
ぼ
の
苑 

  

高
崎
市
中
室
田
町 

 
 

 
 

 
 

 

２
２
５
８
―
１ 

  

電
話 

０
２
７ 

 
 

 
 

 

（
３
８
４
）
８
６
１
２ 

  

 

０
２
７ 

 
 

 
 

 

（
３
４
０
）
５
０
１
１ 

 

行
事
と
致
し
ま
し
て
は
、
新
年

会
・
節
分
・
ひ
な
祭
り
な
ど
を
予
定
し

て
お
り
ま
す
。 

四
月
に
は
、
榛
名
荘
祭
り
の
開
催
を

予
定
し
て
お
り
ま
す
の
で
、
ご
協
力
を

お
願
い
致
し
ま
す
。 

 


